
【応募者氏名：　〇〇　〇〇　　　　　】
2023年度大阪公立大学
若手研究者奨励賞 応募様式
1. 応募者　
	選　　択
	☐基礎科学部門：基礎科学の発展に貢献
☐応用科学部門：実用化・社会実装を目指した応用研究に貢献
☐人文・社会科学部門：人文・社会科学の発展に貢献
☐健康・生命科学部門：健康・生命科学分野の発展に貢献
☐総合科学部門：総合知を結集し社会課題解決、新たな価値創造に貢献
※何れかの部門を選択すること（所属部局の研究分野等は問わない）

	所属
	

	職　　名
	

	氏　　名
	

	生年月日
（年齢）
	　　　　　年　　　月　　　日　（2023年4月1日現在　　　歳）

	連絡先
(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)
	

	内線番号
	

	経　歴
（大学院修了から申請時点までの主な経歴を記入してください。）
	※斜体は、提出時に削除してください。
（記入例）
・2012年3月
　　　○○大学大学院△△研究科 博士課程修了（博士（△△））
・2012年4月～2015年3月
　　　日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）（▽▽大学）
・2015年4月～2017年9月　
　　　□□大学△△研究科　助教
・2017年10月　～　
　　　大阪市立大学☆☆研究科　講師
現在に至る

	研究テーマ注１
	


【注意】　１．研究テーマは1行で記載してください。

2. 応募理由　※ 2ページ以内で記載してください。
	応募理由は、本賞の目的・趣旨をふまえ、5年以内の研究業績※のうち自ら特に優れていると考えるもの（研究業績リストで◎印を付したものに絞り、専門分野以外の審査委員にもその学術的意義が理解できるよう、2ページ以内で分かりやすく記載ください。その研究成果が他研究者との共同研究に基づく場合は、自らの貢献度も併せて記載ください。（※ 本学着任前の研究業績も対象とします。）

	[bookmark: _GoBack]



3. 研究業績リスト（主な著書又は論文等）※ページを追加しても構いません。
5年以内に公表した研究成果を発表年次の新しいものから順に記載してください。業績が共同研究等に基づく場合は、応募者が貢献した度合を％等で記載してください。このうち、応募理由となった自ら特に優れていると考えるものに該当するものには、先頭に◎を付してください※。
※基本1件。業績が一連の著書群、論文群として公表されている場合のみ最大3件まで。

a.著書
書名、全著者名（応募者の氏名に下線）、出版社名、発行年（西暦）、応募者の貢献度、について記載してください。











b.学術論文
論文名、全著者名(応募者の氏名に下線)、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）、査読の有無、応募者の貢献度（％等）について記載してください。学術誌へ投稿中の論文を記載する場合は、掲載が決定されているものに限ります。














c.著書・学術論文以外の業績 
国際学会発表、国内学会発表、受賞歴、翻訳や記事等、著書・学術論文以外の研究業績について、項目毎に分けて記載してください。
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